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２ かごしま未来創造ビジョン（改訂版）

県では，新型コロナウイルス感染症の拡大,デジタル化の進展, ＳＤＧｓの推進やカーボンニュ
ートラルの実現など,昨今の社会経済情勢の変化を受け，おおむね10年後の鹿児島の目指す姿や施
策展開の基本方向などを示す「かごしま未来創造ビジョン」を令和４年３月に改訂しました。

このビジョンで示す施策展開の基本方向に沿って，各般の施策を着実に進めていくこととし，
「誰もが安心して暮らし，活躍できる鹿児島」を目指し，「未来を拓く人づくり」,「暮らしやす
い社会づくり」,「活力ある産業づくり」に取り組み，これらの好循環を生み出すことにより，時
代の潮流にも的確に対応し，将来にわたって全ての県民が生き生きと活躍し，安心して心豊かに
暮らし続けられる鹿児島の実現を図ります。

施策展開の基本方向（１５の柱）

誰もが個性と能力を発揮し活躍できる社会の実現

結婚，妊娠・出産，子育ての希望がかなう社会の実現

健康で長生きできる社会の実現と良質な医療・介護の確保

地域を愛し世界に通用する人材の育成，文化・スポーツの振興

脱炭素社会の実現と豊かな自然との共生

安心・安全な県民生活の実現

快適な生活環境の向上と世界につながる県土の創造

個性を生かした地域づくりと移住・交流の促進

多様で魅力ある奄美・離島の振興

農林水産業の「稼ぐ力」の向上

観光の「稼ぐ力」の向上

企業の「稼ぐ力」の向上

多彩なキャリアをデザインできる働き方の創出

デジタルテクノロジーを活用した県民の暮らしの質の向上

持続可能な行財政運営
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３ 第２期鹿児島県まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂版）

地方創生に向けた取組の推進に当たっては，本県が有する世界に通用する素晴らしい地域資源「ポテ
ンシャル」を最大限に生かすとともに，全ての人の人権やジェンダー平等の視点に配慮しながら，「誰
もが安心して暮らし，活躍できる鹿児島」を実現できるよう，デジタルの力も活用して，本県の基幹産
業である農林水産業や観光関連産業の重点的な振興や，高い技術力を有する製造業の競争力の強化や将
来を担う新たな産業の創出などの鹿児島の「稼ぐ力」の向上，人材の確保・育成，移住・交流の促進な
ど，経済成長や県勢の発展に資する施策を推進するとともに，子育て支援や高齢者活躍支援など，県民
福祉の向上に向けた施策の充実を図り，３つの取組方針ごとに，具体的な施策を展開することとし，令
和２年度から９年度までの８年間を対象期間として，令和５年12月に策定しました（当初戦略は令和２
年３月に策定。対象期間は令和２年度から６年度までの５年間）。

なお，具体的な施策の展開に当たっては，地域の個性を生かしながら，デジタルの力も活用して，地
方創生の取組を加速化・深化させるとともに，ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念を踏まえ，具体
的な課題解決等に取り組みます。

＜第２期鹿児島県まち・ひと・しごと創生総合戦略（改訂版）の概要＞

※３つの取組方針に沿って，地方創生に向けた具体的な施策を展開する。

［総合戦略（改訂版）の対象期間：令和２～９年度］
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現在，我が国は，本格的な人口減少や少子高齢化の進行，不安定な海外情勢による物価の高騰，グロー

バル化やデジタル化の進展，世界的な要請でもあるカーボンニュートラルの実現など大きな変革期の中に

あり，これらへの様々な対応が求められております。

私は，こうした状況に的確に対応しつつ，将来を見据え，魅力ある本県の素材「ポテンシャル」を最大

限に活かしながら，地域に仕事や人の流れをつくり，住みやすい地域，将来にわたって活力ある社会を形

成していくことが重要であると考えております。

このため，本県の基幹産業である農林水産業，観光関連産業など鹿児島の「稼ぐ力」の向上，地域や各

種産業を支える人材育成，結婚，妊娠・出産，子育てしやすい環境の整備や高齢者が健やかで生きがいが

持てる社会の形成など，「かごしま未来創造ビジョン」に掲げた各般の施策に積極的に取り組むことによ

り，「誰もが安心して暮らし，活躍できる鹿児島」を目指してまいりたいと考えております。

今後とも，「県民の皆さまと一緒に鹿児島の今と未来をつくる」ということを基本として，「誠実に」，

「着実に」県政の推進に取り組んでまいります。

鹿児島県知事 塩田 康一

４ マニフェスト ～みんなでつくる「鹿児島の今と未来」 ～

原油価格・物価高騰への対応
●原油価格や物価高騰の影響を受けている生活者や事業者に対して継続的に支
援します。

「稼ぐ力」の向上

●担い手の確保・育成や販売量の増加と販売単価の向上，生産コストの低減，
国内外における販路開拓・拡大などによる農林水産業の「稼ぐ力」の向上に
取り組みます。

●国内外からの誘客促進，観光地の高付加価値化などによる観光関連産業の
「稼ぐ力」の向上に取り組みます。

●生産性の向上や研究開発の促進，スタートアップの創出や企業誘致などによ
る企業の「稼ぐ力」の向上に取り組みます。

人材の確保・育成，移住・交
流の促進

●若者の県内就職やＵＩＪターン，外国人材の受入れ，女性や高齢者，障がい
者等が活躍できる環境の整備などにより，地域経済を支える人材の確保に取
り組みます。

●移住・交流やワーケーションの促進などにより，県内外の人材による地域課
題の解決，地域の活性化に取り組みます。

結婚，妊娠・出産，子育ての
希望がかなう社会の実現

●先進不妊治療支援，産後ケアの充実や保育士の確保，子ども医療費の現物給
付化など結婚，妊娠・出産，子育ての段階ごとの課題に対応した総合的な支
援に取り組みます。

デジタルテクノロジーを活用
した県民の暮らしの質の向上

●交通，医療，介護，教育，防災などあらゆる分野にデジタル技術を導入し，
ＤＸを推進することで，県民生活の利便性と質の向上や，産業分野における
生産性の向上に取り組みます。

脱炭素社会の実現
●県民，事業者，行政が一体となり、二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削
減や気候変動への影響への対応など，脱炭素社会の実現に向けた取組を積極
的に進めます。

奄美・離島の振興

●奄美・離島は，各島の特色ある独特の自然，文化，伝統，食，多様なコミュ
ニティなど，多様性を有しており，まさに鹿児島の宝です。今後とも奄美・
離島のポテンシャルを活かしながら，一層の振興に取り組みます。

●屋久島，奄美大島・徳之島の世界自然遺産としての価値を守り，継承しつつ，
観光資源としても活用し，保全と利用の両立を図ります。

これらのほか，「かごしま未来創造ビジョン」に掲げる各般の施策に取り組みます。
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